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雪
の
厳
し
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は
親
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と
も
ど
も
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
れ
ま
し
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親
し
く
身
近
に
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ら
れ
、
い
つ
の
日
か
子
ど
も
と
訪
れ

、
『
範
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樫
、
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．
　
　
襯
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四
年
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躍
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．
．
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欝
鍾
、
，
．
、
勢
鱗
．
個
．
揃
．

嚢

九
州
の
子
ど
も
た
ち
は
、
雪
を
あ
こ

が
れ
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。
雪
国

の
知
恵
と
力
強
さ
を
教
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
．
・
…
佐
賀
・
加
唐
小
学
校
の

　「これから十日町市の勉強を始めます。十日町市の様子

や冬の生活、織物、農業などについて教えてください」。

秋口から、こうした内容の手紙や電話が毎日のようにあり

ます。また休みを利用して実際に訪れて来る先生方や親子

連れの皆さんもいます。小学校4年生「社会」で学習する

ためです。それも全国各地の小学校でです。

　電話等の応対や資料の郵送で忙しい毎日ですが、　「これ

を当市の明るい材料にできないものか……」とも思う毎日

です。2・3ぺ一ジにも目を通していただいて、皆さんの

ご意見やアイデアをお寄せください。
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4
つ
の
教
科
書
が
紹
介

漉

隔

全
国
の
約
6
5
％
の
小
学
校
に
な
り
ま
す

　
日
本
書
籍
、
中
教
出
版
、
大
阪
書
籍
、

教
育
出
版
の
四
社
が
発
行
し
て
い
る
教

科
書
「
小
学
社
会
・
4
下
」
に
当
市
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
暖
か
い
土
地
と
寒
い
土
地
で

の
人
々
の
生
活
の
違
い
に
つ
い
て
の
学

習
で
す
1
当
市
の
場
合
は
、
冬
の
く

ら
し
（
冬
の
準
備
、
雪
の
降
る
量
、
道

路
の
除
雪
、
家
の
つ
く
り
な
ど
）
を
中

心
に
、
織
物
や
農
業
の
様
子
が
文
章
、

子
ど
も
た
ち
の
作
文
、
写
真
、
グ
ラ
フ
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
四
社
の
教
科
書
が
全
国
の
小

学
校
で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
で

合
わ
せ
て
一
万
五
、
七
八
二
校
に
な
り

ま
す
。
・

　
昭
和
六
十
年
度
学
校
基
本
調
査
（
6
0

年
5
月
1
日
現
在
〉
に
よ
る
と
、
全
国

の
小
学
校
数
は
二
万
四
、
〇
五
八
校
、

四
年
生
児
童
数
は
一
八
六
万
三
、
五
七

一
一
人
で
し
た
。

　
数
字
は
二
年
間
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す

が
、
約
六
五
％
の
小
学
校
で
使
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
相
当
数
の
子
ど

も
た
ち
が
当
市
を
学
習
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
教
科
書
の
ほ
か
に
、
四
年
生
用

の
月
刊
誌
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
月
刊
誌
は
「
雪
に
負
け
な
，
い
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お

づ
く
り
を
調
べ
よ
う
」
と
題
し
、
　
『
十

か
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い

日
町
市
で
は
、
雪
の
害
に
う
ち
か
ち
、

し
か
も
、
雪
の
き
び
し
さ
を
が
ま
ん
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ

る
だ
け
で
な
く
、
雪
を
積
き
ょ
く
的
に

活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
宣
言
を
出
し

ま
し
た
（
原
文
の
ま
ま
）
』
と
、
頭
の

文
章
で
当
市
を
紹
介
し
て
ま
す
。

　
全
国
の
多
く
の
雪
国
の
中
で
当
市
が

6
年
間
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
大
き
な
理
由
の
一
つ

は
、
克
雪
都
市
づ
く
り
の
先
進
地
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

月
刊
誌
の
原
文
は
、
全
国
の
四
年
生
に

当
市
を
語
り
か
け
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の

言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
の
単
位

あ
と
4
年
間
は
学
習
を
し
て
い
き
ま
す

　
小
学
校
の
各
教
科
書
は
、
六
年
間
を

単
位
と
し
て
改
訂
（
中
間
の
四
年
目
に

部
分
改
訂
が
あ
り
ま
す
）
さ
れ
ま
す
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
は
、
昭
和

六
十
一
年
度
か
ら
六
十
六
年
度
が
単
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
六
十
四
年
度
か
ら
使
用
さ
れ

る
教
科
書
の
部
分
改
訂
作
業
の
た
め
に
、

各
社
に
写
真
や
資
料
等
の
提
供
を
し
て

い
る
際
中
で
す
。
全
般
的
に
”
冬
の
く

ら
し
”
が
暗
い
感
じ
で
表
現
さ
れ
て
い

る
た
め
、
改
訂
に
当
た
っ
て
は
よ
り
明

る
さ
を
表
現
す
る
よ
う
に
と
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
あ
と
四
年
間
は
毎
年
毎
年
、
紹
介
さ

れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
“
と
お
か
ま
ち
”
を

学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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教
科
書
が
取
り
持
つ
縁

明
る
い
材
料
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す

　
表
紙
で
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

毎
日
の
よ
う
に
手
紙
や
電
話
で
、
　
「
雪

の
資
料
や
市
勢
要
覧
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
…
…
」
と
い
っ
た
依
頼
や
、
　
「
雪
は

ど
れ
く
ら
い
降
り
ま
す
か
。
道
路
の
除

雪
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
…
…
」

と
い
っ
た
照
会
が
あ
り
ま
す
。
関
東
、

関
西
、
四
国
、
九
州
方
面
の
雪
と
縁
の

少
な
い
小
学
校
が
圧
倒
的
な
数
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
①
当
市
の
社
会
科

一㌣

副
続
本
を
利
用
し
た
抜
粋
版
②
雪
の
諸

記
録
、
除
雪
計
画
、
人
口
、
商
工
業
の

統
計
数
字
を
と
じ
た
も
の
③
雪
ま
つ
り

や
当
間
ス
キ
i
場
な
ど
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
っ
た
り
、
ま
た
希
望
者
に

は
雪
関
係
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
ダ
ビ
ン

グ
し
た
も
の
）
や
夏
・
冬
を
対
比
し
た

写
真
を
実
費
で
送
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
視
察
に
来
た
先
生
に
対
し
て

は
希
望
の
現
地
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
手
紙
、
電
話
、
視
察
の
中
で
、
す
で

　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヤ

に
在
庫
が
な
く
な
っ
た
　
五
六
豪
雪
を

記
録
し
た
「
雪
と
の
闘
い
」
や
五
九
豪

雪
を
記
録
し
た
「
克
雪
」
を
買
い
求
め

た
い
と
い
う
人
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ

の
要
望
に
応
え
よ
う
と
、
教
材
用
に
で

き
る
よ
う
な
本
を
発
行
（
有
料
）
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
八
月
に
視
察
に
来
た
瀬
谷

区
社
会
科
研
究
会
の
一
先
生
が
、
子
ど

も
た
ち
と
父
兄
に
雪
国
を
体
験
さ
せ
よ

う
と
、
雪
ま
つ
り
の
十
三
・
四
日
に
一

行
五
十
一
人
で
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
事
に
し
て
次
へ
の
つ
な
が
り
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
教
科
書
が
取
り
持
つ
縁
と
い

え
ま
す
。
全
国
の
雪
国
で
い
ろ
い
ろ
な

形
で
”
利
雪
”
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
で
「
明
る
い
材
料
に
で
き
な
い
も

の
か
…
…
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
何
か

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
効

果
が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
睦
総
務
課
文
書
広
報
係
（
暦

　
5
7
－
3
1
1
1
内
線
㎜
、
脳
）
へ
。

　全国の4年生が、「十目町市ってどんなとこかな」と考えながら学習し
ているんではないでしょうか。（写真は十日町小・4年2組）

3
つ
の
社
会
科
研
究
会

　
　
　
　
槻
人
が
視
察纂察醒慧麟趨麟鐵

　　　　　　　　　　除雪車やスコップを記録（除雪センター）

　　昨年8月の夏休みを利用して、横浜市瀬谷区、同市泉区、東京

　都町田市の3つの社会科研究会の先生方132人が立て続けに来市

　一除雪センター、流雪溝、消雪パイプ、融雪住宅、十日町シ

　ルグ、養蚕農家、博物館、クロス10などを視察しました。
　　鼠市単位で研究会があり、休みを利用して教科書で紹介さ

　ノ／れている各地を訪れ、研究発表会や授業に役立てているのだそ

　うです。雪関係が中心のために冬休みに来たかったとのことで

　すが、多くの先生から参加してもらう都合で夏休みの視察にな

　りました。

　　雪国の経験のない先生は、真夏にもかかわらず豪雪の写真と

　撮影現地を見比べて驚きを。また融雪住宅や流雪溝の工夫に関

　心を。「社会科の教師は現場を知ってこそ、授業が生きていく

　のです」と、ある先生が話していました。

こちら、日光市社会科談話会

　2月6・7日と日光市社会科

談話会の先生9人が来市一

「生きた教材づくりです」と

のこと。冬の様子、出機、青

菜づくりなどをビデオや写真

に言己録しました。

櫛
㍉
』

青菜づくりを記録（城之古）
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申告相談日程表
昭和62年分の所得税》市・県民税の申

問い合わせ／税務課市民税係（費57－3111内線116．117）

告は、左表のとおり、2月16日から受け

付けが始まります。申告期限は3月15日

までです。　（贈与税の申告は2月1日力

ら3月15日までです）

い
人
U
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
。

②
地
代
、
家
賃
、
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以

外
の
所
得
の
あ
っ
た
人
。

④
給
与
所
得
者
で
、
ニ
ヵ
所

以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
た
人
。

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ

っ
た
人
。

　
※
所
得
…
…
「
一
年
間
に
得

た
収
入
金
額
」
か
ら
「
そ
の
収
入

を
得
る
た
め
に
必
要
な
経
費
」

月　日 時　　間 会　　　場

2月16日依）

　　～

3月15日（火〉

9：00～16：00
（±耀日は正午まで）

市役所・市民ホール

※日曜日は除きます

2月18日休） 　　　，9：30～15：00 吉田就業改善センター

〃19日㈹ 9：30～15：00 下　条　出　張　所

〃25日休） 9：30～15：00 水　沢　出　張　所

〃26日㈹ 9：30～15：00 羽　　根　　川　　荘

3月3日㈲ 9：30～15：00 馬　場　集　会　所

〃4日㈹ 10：00～15：00 鉢、監、るさと会館

〃　8日（火） 9：30～15：00 中条地区公民館

申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
2
月
匝
日
～
5
月
騰
日

を
差
し
引
い
た
も
の
で
す
。

■
必
ず
、
収
支
の
記
帳
を

　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

営
ん
で
い
る
人
は
、
収
入
金
額

と
必
要
経
費
が
所
得
計
算
の
基

本
で
す
。
必
ず
記
帳
す
る
よ
う

に
・
い
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ノ

0
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手

引
き
」
は
、
昨
年
申
告
し
て
い

た
だ
い
た
方
を
中
心
に
、
市
政

事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。
該
当
事
項
を
も
れ
な
く

記
入
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
税

務
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館

（
出
張
所
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
必

要
な
方
は

　
税
務
課
ま
た
は
各
地
区
公
民

館
（
出
張
所
）
に
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
記
載
方
法
の
相
談
は

　
左
上
の
日
程
表
の
と
お
り
申

告
相
談
を
開
き
ま
す
。
最
寄
り

の
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

0
申
告
は
、
お
早
め
に

　
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
大
変
に
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申

告
は
早
め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。■

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
汚

人
…
…
市
・
県
民
税
の
申
告
　
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

■
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

と
税
金
が
戻
る
人

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
、
予

定
納
税
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
人
（
一
般
的
に

は
つ
ぎ
の
①
～
⑤
の
人
）
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

申
告
書
は
二
月
十
六
目
前
は
税

務
署
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人
（
医
療
費
控
除
）
…
…
支

払
っ
た
医
療
費
が
所
得
の
五
％

か
、
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い

方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
と
き
。

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

（
雑
損
控
除
）
…
…
そ
の
損
失

額
が
、
所
得
の
一
〇
％
を
超
え

て
い
る
と
き
。

③
雪
下
ろ
し
経
費
な
ど
が
か

か
っ
た
人
（
雑
損
控
除
）
…
…

そ
の
経
費
が
五
万
円
、
ま
た
は

所
得
の
一
〇
％
を
超
え
て
い
る

と
き
。

④
住
宅
を
新
築
、
購
入
（
中

古
住
宅
を
含
む
）
し
た
人
（
住

宅
取
得
〔
特
別
〕
控
除
）
．
…
：

自
分
が
住
む
た
め
に
取
得
し
た

も
の
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
場
合
は
税
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
十
日
町
税
務

署
（
費
5
2
1
3
1
8
1
）
へ
。

⑤
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年

末
調
整
を
受
け
な
か
の
た
人
。

　
※
①
～
④
の
場
合
…
…
そ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等
、
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

■
口
座
振
替
の
利
用
を

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の

納
付
や
還
付
は
、
で
き
る
だ
け

金
融
機
関
の
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
申
告
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
税

金
の
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
申
告
を
忘
れ
ず
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
昭
和
62
年
の
保
険
料
（
月
額
）

〈
定
額
保
険
料
〉

　
1
～
3
月
“
七
、
一
〇
〇
円

　
4
～
1
2
月
“
七
、
四
〇
〇
円

〈
付
加
保
険
料
〉
　
四
〇
〇
円

　
※
前
納
し
た
人
、
ま
た
追
納

や
未
納
保
険
料
を
納
め
た
人
で

金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

市
民
課
年
金
係
（
智
5
7
1
3
1

1
1
内
線
幽
、
傾
）
へ
。

　言’一　＝＝　　　　　8　ま…　　　　　…i
＝＝　　　　　　　　　■■　　　　　　＝　　　ニ

　　　　　十日町税務署　費52－3181

　昭和62年分の青色申告決算指導会を

開きます。該当者は出席してください。

期　日 時　　間 会　　　場 青申、地区

2月16日（火）

10：00～12：00 水沢商工会館 水沢地区

9：30～16：00 商工会議所
中央、飲食
左官、美容

2月17日㈱

13：00～16：00 下条出張所 下条地区

10：00～12：00 川治地区公民館 南

9：30～16：00 農協福祉会館 協和、理容

〃18日㈲ 10：00～16：00
吉田就業改善セ
ンター 吉田地区

　＼

〃19日㈹

10：00～16：00
大井田コミュニ
ティセンター

中条、東

13：00～16：00 撚糸組合 撚糸、織物

9：30～16：00 農協福祉会館 出　　機



コンピユ 9利用で

オ
ン
ラ
イ
ン
化
で

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

　
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
は
、

ク
ロ
ス
ー
0
に
設
置
さ
れ
た
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
、
昭

和
五
十
八
年
七
月
よ
り
住
民
記

録
オ
ン
ラ
イ
ン
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
五
十
九
年
か
ら
、

市
税
業
務
の
一
元
処
理
、
お
よ

び
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
順
次
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
市
民
課
や
税
務
課
の
窓
口
に

設
置
さ
れ
た
機
器
で
、
住
民
票

や
各
種
証
明
書
な
ど
が
見
や
す

　
　
　
　
”
別
　
　
　
5
　
　
　
　
茂
．
　
（

　
　
　
　
議
ザ
、
、
、
『
．
蟷
す

←処理内容の公表→・

市のコンビュータ利用についてより理解し、より

安心していただくため、年1回コンビュータ処理の
内容を公表することになっています。現在、入力さ

れている内容と利用している業務は次のとおりです。

轡住民登録内住民に関して入力されている内容

世帯に関すること＝世帯主名、行政区名．学校区、

　　電話番号、住所．万書き、およびそれらの変

　　更年月日等…14項目
個人に関すること＝個人名、性別、生年目臼、筆頭者．

　　本籍地．前住地、住民となった日等…23項目

選挙に関すること　　　　・資格の有無等…9項目

印鑑登録に関すること一登録
児童手当に関すること一一・資格

国保に関すること　　　　資格

国民年金に関すること一・一資格

退職者医療に関すること一資格

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

…3ノノ

…3ノノ

…9ノノ

…3ノノ

…3刀
轡住民登録外住民（法人、共有者、死亡者、市外者

等）に関して入力されている内容

個人または法人に関すること＝氏名、名称、事業所、

　　規模、種別、資本金、決算月、設立年月臼、

　　住所、万書き、納税管理人、共有者等…21項目
曹これらを利用している業務

◆住民票発行◆選挙人名簿、入場券◆人口統計
◆入学児童1生徒の把握と関連業務

◆必要な年齢別名簿の作成（福祉、保健、年金等）

◆市・県民税、固定資産税、軽自動車税および国保
の賦課と収納◆下水道使用料金業務

◆下水道受益者負担金業務

轡その他でコンピュータ処理している業務

◆上水道・簡易水道料金業務◆市道台帳◆下水道台帳

い
漢
字
で
即
座
に
発
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
六
十
年
度
以
降
は
、
こ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
て
い

る
住
民
記
録
、
税
情
報
な
ど
を

基
礎
に
し
て
、
よ
り
幅
広
い
業

務
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
、

早
く
正
確
な
事
務
処
理
が
で
き

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
て

き
て
い
ま
す
。

　
六
十
二
年
度
に
は
、
こ
の
よ

う
に
既
に
稼
働
し
て
い
る
大
量
・

定
型
業
務
”
集
中
処
理
”
の
よ

り
正
確
で
、
効
率
的
な
運
用
を

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
に
定
期
審
査

　
国
に
お
い
て
も
、
六
十
三
年

度
中
に
「
個
人
情
報
保
護
」
に

つ
い
て
法
制
化
す
る
方
向
で
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

市
は
い
ち
早
く
、
五
十
七
年
に

制
定
し
た
個
人
情
報
保
護
の
条

例
お
よ
び
規
則
に
基
づ
き
、
「
保

護
管
理
委
員
会
」
に
よ
る
定
期

　
事
務
処
理
を
早
く
、
正
確
に
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
ざ
し
、
昭
和
五
十
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
事
務
総

合
シ
ス
テ
ム
化
」
計
画
か
ら
六
年
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利

用
し
た
高
度
な
事
務
処
理
、
わ
か
り
や
す
い
各
種
通
知
・

証
明
書
の
発
行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
事

務
の
効
率
化
、
住
民
サ
「
ビ
ス
に
つ
と
め
ま
す
。

進
め
る
一
方
、
市
役
所
に
多
機

能
を
有
す
る
O
A
機
器
（
オ
フ

　
　
　
む

コ
ン
や
ワ
ー
プ
・
）
を
導
入
し
、

職
員
が
直
接
O
A
機
器
を
使
い
、

処
理
を
行
う
興
分
散
処
理
睡
が

適
当
な
業
務
、
例
え
ば
、
土
木

設
計
積
算
業
務
な
ど
に
つ
い
て

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
事
務
処
理

の
効
率
化
を
図
る

　
昨
年
四
月
一
日
発
足
し
た
、

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
十
日

町
ソ
フ
ト
開
発
㈱
」
と
連
携
し
、

六
十
三
年
度
中
に
オ
フ
コ
ン
を

用
い
、
市
の
予
算
か
ら
決
算
ま

で
の
一
連
の
財
政
会
計
事
務
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
で
き
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
可
能
に
な

る
と
、
さ
ら
に
事
務
処
理
の
省

力
化
、
正
確
性
、
ス
ピ
ー
ド
化

が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

審
査
の
ほ
か
、
各
業
務
主
管
課

の
課
長
に
よ
る
安
全
管
理
な
ど
、

個
人
情
報
保
護
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。

　　南中生徒
　　　700人が挑戦
　日本テレビ・木曜スペシャル「第1回全日本・人文字コンテスト」に、

南中学校の全校生徒700人が挑戦。雪上カーニバル会場の城ケ丘グラウン

ドに、きもののまちにふさわしい「天蚕」（仮題）を、動きと色で雪原に

描きます。審査結果を発表するテレビ放映は3月中・下旬の予定です。

放映日が決まりましたら市報でもお知らせします。

「全日本・人文字コシテスト』

テレビ撮影／2月15日（月）午後～（天

候不順のときは翌16日です〉

　　　／城ケ丘グラウンド
地上と上空から撮影されます。

ぜひご声援ください。

’一丁』㎜τ一



＿』上上

　村山ケサさん（河内町）

の玄関先の植木鉢に、羽根

げる使者」と言われていま

す。この暖冬に、春と間違

えたのかもしれませんね。

　　　　　　　　　　　　　　オ
　　　　　　　　4　　　ブ
1．．．葭、鐘毫・　・，，鰯謡　もρ

蟹羅’・…薯遠
・
、
鰯 6騰撚郷・誉い

編

　ぺo溶讐象、q♪
“　　“　　　　書∴．み

）ム万スのひ5κ

　越井和美さん（新座2〉

の家のアロエの花です。黄

昧がかったオレンジ色です。

　「医者いらず」と言われ、

薬草として多くの家庭で愛

用されていますが、もとも

とは花の観賞用として栽培

されていたそうです。花を

咲かせるコツは夏場の水や

りをひかえることとか。

　　　　　　　　　　　　さい
　14日はほんやら洞・15日は審の神。今年も伝統の小正月　　　へ、

行事が各地で行われました・　　　　　　重
．黒錨蓮各書鷲誌藷奪雰漏量繋篠沸

一講男1鴛昊騨、1え驚牒あ鳥器論誓聯翻灘鰹饗，噛醜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ介されました。大切に守r）、伝えていきたい行事です。　　　　　　　　　　　　熱い・でもスルメを焼かなくちゃ

辮 灘

羽根つき、なかなかむずかしいですね

－
も
細
纏
鮮

　「きものの集いの会」1月例会が1月21日、農協福祉会

館で行われました。今回のテーマは正月にふさわしく「羽

子板ときもの」。ゲストは西山鴻月さん、昨年5月にクロ

ス10で開かれた「江戸下町職人展」で押絵羽子板づくりの

名技を披露してくれた方です。

　西山さんの羽子板づくりの実演と羽子板にまっわるお話

の後、高価な羽子板を賞品に羽根つき大会が行われました。

「振りそでや晴れ着で、羽子板をついてもらうのが夢だっ

た」という西山さんですが、きものと羽子板の組み合わせ

は、きもののまちにピッタリでした。

窺庫1寧寧寧旗窺窟窟窺窺旗窺庫1窟1窺寧窺窺旗窺窺旗寧窺寧窺

：叢　ふ瓠賎
　　　　　興
：域

・　　　　　　●　　●

1マ1頑⑥讃
：域

・号日町…尉，リ
1竃　　ミス十日町雪まつりの審査

ll軌会が1月24日（日）、タロス10で

．　開かれ、出場者25人の中から
1：寧：1

言「第7代ミス十日町雪まつり」

：竃の3人が決まりました。

竃
；
宰
＝
寧
虚
・

り
“
　
　
り
“
　
　
り
“
　
　
り
“

　表彰式は、雪まつり開会式

（2月13日（土）、十日町高校グ

ラウンド）で行われます。

　ミス十日町雪まつ『）の皆さ

んは、これから一年間、市の

1：歳観光行事に、また県内外の催

，事に参加し、寧雪ときものの
蹴
3　まち、、のPRに活躍すること

寧になります．

、
、
＼

ス十日町雪まつりょろしくお願いします

小川和子さん
（稲荷町4　24歳〉

　うれしさで涙が出そ

うになりました。親せ

きや知人に、この喜ぴ

を知らせたいです。

小林小百合さん

（城之古1　22歳）

　たくさんの人が参加

したので、まさか選ば

れるとは思っていませ

んでした。一生懸命に

がんばります。

合日什「什“姦＾ゲス＋卿7、，什、仕員‡十
■　　4一　■》『D、　　　■甲　　4　　、　　　♂　　『』　　咽ワ　　ー　り・プJ　曽甲r量，ワ♂ワo㌧　　’　　り

小林百合子さん

（川西町元町　19歳）

　二人が発表されたの

で、あきらめていまし

た。今、うれしさがこ

みあげています。



みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、またrこんなことを取

り上げて」といったこ意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（奮57－3111内
線213、214）

甲A騨

＝諺

ノ／｝も踊あ一哩腸

⑩いろり会
　連絡先：阿部久美子さん

　（高田町3東智52－3306）

　
昔
、
　
“
い
ろ
り
”
は
主
婦
の
台
所
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
「
い
ろ
り
会
」
と
つ

け
ま
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
っ

た
公
民
館
の
料
理
教
室
の
卒
業
生
十
五

人
の
郷
土
料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
十
日

町
の
お
ふ
く
ろ
の
味
を
次
の
世
代
に
伝

え
よ
う
と
、
五
十
五
年
に
「
ふ
る
さ
と

の
四
季
の
味
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
各

地
を
歩
き
回
り
、
聞
き
と
り
、
そ
し
て

一
品
一
品
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
み
た

百
二
十
二
種
類
の
郷
土
料
理
が
写
真
入

り
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
行
の
動
機
を
、
　
「
皆
さ
ん
、
料
理

づ
く
り
が
大
好
き
で
す
か
ら
。
昔
の
人

の
知
恵
を
ぜ
ひ
残
し
た
か
っ
た
の
で
す
」

と
代
表
の
阿
部
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
今
回
七
年
振
り
に
改
訂
版
を
発
行
し

ま
し
た
。
　
「
調
理
法
の
説
明
不
足
を
補

っ
た
り
、
料
理
も
三
十
種
類
ほ
ど
追
加

し
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
写
真
も
増
え
ま
し

た
か
ら
と
て
も
見
や
す
い
で
す
よ
。
ぜ

ひ
一
冊
ご
家
庭
に
」
と
会
員
の
皆
さ
ん

の
声
で
す
。

轟鶴，駆⑫膨

　　　　噸　　　1、

　　　　孟　　　　β　　　　　サイズ／B5版
　　　　価格／1，000円

　　　　申し込み／公民館、

　　各地区公民館または市

　　内各書店へ
写真撮影に大忙しで

「「一｝

郵取
　い。23

68
年
間
、
消
防
活
動
が
基
本

　
　
　
　
　
　
「
東
部
自
衛
団
（
村
山
芳
夫
第
2
8
代
団
長
）
」

、
灘
．
．蘇

薫
・
愚
覇
，

轟餌の雪下ろしです
贈

　
毎
夜
欠
か
さ
な
い
「
火
の
用
心
」

　
会
員
二
十
二
人
、
東
部
地
区
の
十
町

内
（
田
川
町
一
・
二
・
三
、
田
中
町
本

通
り
・
東
・
西
、
若
宮
町
、
川
原
町
、

水
野
町
、
上
川
町
）
の
十
八
歳
か
ら
三

十
歳
の
若
者
の
集
ま
り
で
す
。

　
大
正
十
年
、
消
防
団
の
予
備
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
、
六
十
八
年
目
と
い
う

長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
消
防
活
動
が
基
本
で
す
。
　
一

年
三
百
六
十
五
日
間
、
欠
か
す
こ
と
が

な
い
夜
警
巡
回
。
　
一
人
ひ
と
り
が
毎
夜

交
替
で
拍
子
木
を
鳴
ら
し
な
が
ら
回
り

ま
す
。
今
時
分
の
四
十
、
五
十
分
の
寒

さ
は
大
変
で
す
が
、
　
「
多
く
の
先
輩
が

守
り
続
け
た
伝
統
を
、
町
内
み
ん
な
の

生
活
を
守
ろ
う
」
と
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
春
、
秋
の
二
回
に
分
け
て
、
地

区
内
の
約
百
本
の
消
火
器
の
点
検
、
詰

め
替
え
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
知
事
賞
ほ
か
、
数
多
く
受
賞

　
ほ
か
に
も
、
一
月
十
五
日
に
は
四
ツ

　
　
　
　
　
　
さ
い

宮
公
園
で
行
う
賓
の
神
の
世
話
。
三
月

三
日
、
来
迎
寺
境
内
で
行
わ
れ
る
多
聞

天
押
合
祭
典
の
警
備
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ウ
ィ
ー
ク
ご
ろ
が
一
番
の
人
出
に
な
る

愛
宕
山
桜
ま
つ
り
の
警
備
。
愛
宕
山
の

と
　
つ
ろ
ヤ
つ

灯
籠
や
立
ち
木
の
雪
囲
い
や
雪
下
ろ
し

な
ど
、
団
員
一
丸
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
毎
年
七
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ

る
愛
宕
様
祭
典
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

金
魚
す
く
い
、
水
風
船
、
ワ
タ
ア
メ
な

ど
の
出
店
を
準
備
。
夕
涼
み
が
て
ら
の

親
子
連
れ
で
大
に
ぎ
わ
い
に
な
り
地
区

の
夏
ま
つ
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
消
防
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
こ
の
よ

う
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
八

年
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
、
六
十
年

の
県
知
事
賞
の
ほ
か
、
今
ま
で
に
数
多

く
の
賞
を
い
た
だ
き
、
現
役
の
私
た
ち

は
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
。
こ
ん
な

気
持
ち
で
、
先
輩
の
築
い
て
き
た
伝
統

を
百
年
目
に
つ
な
げ
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　　一．　霞
・oり。
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灘蟻羅，淳，躍、

　　要な社会教育施設であり、観光資源

　り上げ．「博物館友の会」メンバーの

物館長にお話をしていただきました。

　郷土の歴史や文化を探るうえに必

としても重要な役割を担う博物館を取

西万和子さん（本町2）と星野元一・博

　
過
去
を
見
つ
め
て

　
　
　
　
明
日
を
考
え
る
場

西
方
　
博
物
館
と
い
う
と
、
一
般
的
に

は
古
い
物
、
い
ら
な
く
な
っ
た
物
が
並

ん
で
い
る
所
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

星
野
　
確
か
に
、
そ
う
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
何
か
を
考
え
計
画
す
る

時
は
、
必
ず
自
分
の
体
験
や
過
去
の
こ

と
を
頭
に
お
い
て
考
え
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
古
い
も
の
と
は
、
人
々
が
生

き
た
証
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
切
り
捨
て

て
は
明
日
を
見
と
お
す
こ
と
が
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
目
で
見
る
な

ら
、
む
し
ろ
現
代
で
は
一
番
大
切
な
施

設
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

西
方
　
で
は
、
博
物
館
は
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

星
野
　
範
囲
は
「
考
古
」
「
歴
史
」
「
民

俗
」
　
「
芸
術
」
　
「
産
業
」
　
「
自
然
科
学
」

に
及
び
ま
す
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
か
ら
学

び
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
ま
で
に
は
、
資

料
の
収
集
・
整
理
・
保
管
お
よ
ぴ
そ
れ

を
調
査
・
研
究
す
る
仕
事
に
大
変
な
人

手
と
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
う
し

た
裏
方
の
仕
事
が
進
ま
な
い
と
展
示
や

教
育
と
い
う
仕
事
も
で
き
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
博
物
館
の
仕
事
は
見
え
な

い
部
分
が
大
変
多
い
の
で
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た

　
　
　
　
特
色
あ
る
博
物
館

西
方
　
十
日
町
市
博
物
館
は
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

西方和子さん

ま
す
が
、
そ
の
特
色
は
何
で
す
か
。

星
野
　
　
「
雪
と
織
物
と
信
濃
川
」
と
い

う
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
博
物
館

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

常
設
展
示
だ
け
で
な
く
特
別
展
や
巡
回

展
、
あ
る
い
は
講
座
を
組
み
入
れ
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
モ
ッ
ト
ー
に

行
っ
て
い
ま
す
。

西
方
　
郷
土
植
物
園
や
遺
跡
広
場
も
で

き
た
よ
う
で
す
が
。

星
野
　
こ
れ
は
屋
外
展
示
と
し
て
考
え

て
い
ま
す
。
郷
土
植
物
園
に
は
、
こ
の

地
域
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
り
の
深
か
っ

た
植
物
が
二
百
種
以
上
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
遺
跡
広
場
に
は
、
奈
良
時
代
の

復
元
住
居
、
古
墳
や
縄
文
時
代
の
住
居

跡
な
ど
が
造
ら
れ
、
形
を
整
え
て
き
ま

し
た
。
内
容
を
充
実
さ
せ
る
に
は
も
う

少
し
時
間
が
必
要
で
す
。

西
方
　
友
の
会
活
動
も
特
色
の
一
つ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

星
野
　
会
員
が
千
人
も
い
て
、
こ
れ
ほ

星野元一館長

ど
熱
心
に
活
動
し
、
博
物
館
を
支
援
し

て
い
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
よ

く
視
察
が
来
ま
す
。

　
外
国
人
に
は
英
文

　
　
　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

西
方
　
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い

よ
う
．
で
す
が
、
入
館
者
は
ど
う
な
っ
て

お
り
ま
す
か
。

星
野
　
年
間
の
利
用
者
は
約
二
万
五
千

人
で
、
最
近
は
市
内
よ
り
県
内
外
か
ら

の
観
光
ッ
ア
！
、
雪
や
織
物
の
教
材
研

究
で
訪
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
の
方
は
教
科
書
で
「
十
日
町
の
雪
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
関
係
で
、
全

国
か
ら
の
先
生
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
海
外
か
ら
も
訪
れ
て
来
ま

す
。
そ
の
た
め
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
資
料
の
整
理
保
存

　
　
　
　
に
収
蔵
庫
が
必
要

西
方
　
こ
の
地
方
は
考
古
と
民
俗
の
宝

庫
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
発

掘
し
た
土
器
や
石
器
、
最
近
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
越
後
縮
資
料
」

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

星
野
　
今
そ
れ
が
一
番
の
泣
き
ど
こ
ろ

で
、
せ
っ
か
く
集
め
た
資
料
も
置
場
が

な
く
て
、
廊
下
や
床
下
に
ま
で
入
れ
こ

ん
で
お
く
状
態
で
す
。
文
化
財
は
、
単

に
過
去
の
も
の
で
な
く
将
来
を
考
え
る

た
め
の
大
切
な
資
料
な
の
で
す
か
ら
、

次
の
世
代
の
た
め
に
、
き
ち
ん
と
整
理
、

保
存
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
今
、
収
蔵
庫
を
造
る
準
備
を

進
め
て
い
る
の
で
す
。

西
方
　
文
化
財
は
、
観
光
資
源
と
し
て

も
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
。星
野
　
そ
う
で
す
ね
。
自
然
や
文
化
が

観
光
に
な
る
時
代
で
す
か
ら
、
特
色
あ

る
こ
の
十
日
町
の
財
産
を
、
リ
ゾ
ー
ト

に
含
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
収
蔵
庫
を
早
く

造
っ
て
「
雪
」
と
「
織
物
」
と
「
考
古
」

に
つ
い
て
は
、
日
本
一
の
博
物
館
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
方
　
ぜ
ひ
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
家
庭
教
育
と
し
て

　
　
　
　
生
き
ざ
ま
を
語
る

西
方
　
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

星
野
　
今
、
雪
の
民
具
の
整
理
に
取
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
収
集
、
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。
市
史

編
さ
ん
事
業
に
か
ら
め
、
昔
の
写
真
、

記
録
、
古
文
書
な
ど
を
ぜ
ひ
お
貸
し
い

た
だ
き
た
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
家

族
や
P
T
A
で
博
物
館
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。
青
少
年
問
題

の
原
因
に
は
伝
統
が
伝
達
さ
れ
な
い
と

こ
ろ
に
も
あ
り
ま
す
。
物
を
見
せ
な
が

ら
親
た
ち
の
子
ど
も
時
代
の
こ
と
を
語

っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

西
方
　
親
が
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
、

自
分
の
生
き
ざ
ま
を
語
っ
て
や
る
必
要

が
あ
り
ま
す
ね
。
博
物
館
を
そ
の
仲
立

ち
の
場
に
使
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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杢織
材料（4人分）

体
が
と
て
も

　
　
　
温
ま
り
ま
す

ー旬1一

●イモガラ・…・・25g

●ニンジン、ゴボウ……各509

●生シイタケ……3枚

●長ネギ……半本

●塩サケ……1切れ
●豆腐……半丁

●納豆……40g（市販パックの半分）

●みそ……適量

●水……5カップ（90cc）

福崎　八千代さん

（異57鞠騰）

　
納
豆
が
嫌
い
な
人
は
、
納
豆
を
入
れ

な
く
て
も
体
が
温
ま
る
し
、
お
い
し
い

で
す
。
熱
い
う
ち
に
ど
う
ぞ
。

●
作
り
方

①
イ
モ
ガ
ラ
は
熱
い
湯
で
も
み
洗
い
し
、

5
仕
．
ほ
ど
に
切
る
。
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ

ウ
は
あ
く
抜
き
を
し
、
さ
さ
が
き
に
す

る
。
生
シ
イ
タ
ケ
は
短
冊
切
り
、
長
ネ

ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
塩
サ
ケ
、
豆
腐
は
さ
い
の
目
に
切
る
。

納
豆
は
す
り
鉢
で
よ
く
す
る
。

③
な
べ
の
水
が
煮
立
っ
た
ら
、
塩
サ
ケ

を
入
れ
る
。
沸
騰
し
た
ら
、
イ
モ
ガ
ラ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
を
入
れ
る
。
あ
く

を
よ
く
取
る
。

④
あ
く
を
取
っ
て
か
ら
、
生
シ
イ
タ
ケ
、

み
そ
、
豆
腐
の
順
に
入
れ
る
。
沸
騰
し

た
ら
納
豆
を
入
れ
、
か
き
回
し
て
か
ら

火
を
止
め
、
長
ネ
ギ
を
散
ら
す
。

ポ
イ
ン
ト
◆
イ
モ
ガ
ラ
は
煮
過
ぎ
な
い

こ
と
。
納
豆
は
よ
く
す
る
こ
と
。寒い冬の

　ふるさとの味です

つ
．
。

串ヤン」竃スだより

Vol．11
碕

飛渡第一小学校

　
晶

・
さ
ん
、

「
新
水
班
、
出
発
し
ま
す
。

さ
よ
う
な
ら
」
。

　　　　　　　　　　　　　　畿艇渕

　　　　　　　　　　　　　　　　すみえ
　　　　　　　　　　　　1小山純恵。。ん（覇）

　　　　　　　　　　　　　　　祐幸・幸子さん長女
　　　　　　　　　　酵一、．　　　　　（北鐙坂1）

　　　「お父さん、お田さん￥いってらっしゃい」。

　出かけた後はおばあちやんと一緒。クレヨンで絵

　をかくの。赤、青、白、緑……みんなわかるの。

螺蝋．△轟義△
嚇　　　響醗嚢灘騨
尾身昌太郎くん（6歳）

黒と白のぶちのうさぎ。みんなでごはんをあげてるよ。

よさをはっきり出せる子にみ
な

＼
へ
．
●　
壌雛

遠田佳代ちゃん（6歳）

卵を温めてるの。くじゃくばとの赤ちゃん、いつかな。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ダ
：
の

．
明
る
い
声
が
周
囲
に
こ
だ
ま
す
る
集
団

．
下
校
ー
全
校
で
五
十
四
人
（
本
校
四

十
八
人
、
分
校
六
人
）
な
が
ら
、
最
も

遠
い
地
区
は
四
キ
ロ
も
あ
り
、
安
全
と

…
磨
き
合
い
を
ね
ら
っ
て
習
慣
づ
け
て
い

…
ま
す
。

　
昨
年
五
月

”
に
は
交
通
安

…
全
キ
ャ
ン
ペ

…
ー
ン
で
、
県

．
警
ヘ
リ
コ
プ

’
タ
ー
「
こ
し

…
か
ぜ
号
」
が

…
飛
ん
で
来
ま

，
し
た
。
一
人

・
ひ
と
り
が
真

剣
に
、
交
通

ル
ー
ル
を
聞

き
ま
し
た
。

　
晶
ず
っ
し
り
と
重
み
を
感
じ
さ
せ
る

稲
穂
の
束
。
自
然
の
中
の
労
働
で
、
飛

一
っ
子
は

汗
す
る
た

く
ま
し
さ

を
身
に
つ

け
て
い
ま

す
。
　
「
や
れ

ば
、
で
き
る
」
’

自
信
を
持
っ
…

た
子
ら
の
瞳
咄

は
輝
き
、
秋
㎜

の
収
穫
祭
で
、
。

き
ね
も
つ
手
噌

に
力
が
こ
も
旧

り
ま
し
た
。

　
晶
「
役
立
つ
学
力
は
日
ご
ろ
か
ら
」

と
、
基
本
を
お
さ
え
、
つ
な
げ
、
続
け

て
、
運
動
会
な
ど
大
行
事
を
華
や
か
に

も
り
た
て
て

い
ま
す
。

　
自
主
活
動

が
根
づ
く
よ

う
、
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
方
式

で
め
や
す
や

カ
ル
テ
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
晶
掲
揚
塔
に
は
校
名
旗
が
ひ
る
が
え

り
、
改
築
後
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
飛
一

小
の
子
ら
は
、
誇
り
を
増
や
す
べ
く
今

日
も
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

一丁
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　　　　（敬称略）

特別養護老人ホーム「三好園』建

設運営資金（／月28日受け付け分ま

で）＝累計274町内，18団体、／08個

人、442法人から4，549万1，389円

■個人　押木喜策（川西町・3万円）

日法人　十日町地区＝共立観光㈱、

㈱寿清苑村山、㈲東北電気保安協会、

桐屋織物㈱、侑）滝長商店

川治地区＝㈱十日町自動車学校、高

金織物㈱

水沢地区＝㈱十日町建材

社会福祉事業へ＝関浅カラオケ愛

好会（5，848円）岡村建治（1，000円）

川泉お客一同（5，411円）佐藤雄一一

（小泉3・5万円…香典返し）

歳末たすけ合い募金＝長助お客一

同（7，925円）匿名（10，916円）ボ

ーイスカウト（12，097円）

交通遺児等援助募金（1月末現在

：847万1，170円）＝・一一力食堂お客一

同（6，790円）

学校施設を開放します

　利用申し込みは
　　　5月5日（土）まで
小・中学校の体育施設を、学校教

育に支障のない範囲で開放します。

囹開放校

小学校……十日町、東、西、中条、

六箇、名ケ山、鐙島、水沢、馬場、

飛渡第一、東下組、川治、八箇、野

中、吉田（新）、飛渡第二（新〉

中学校……十日町、中条、南、下

条、吉田

國利用できる人　市内に在住または，

勤務する人が、10人以上で構成する

責任者が明確な団体。

囹申し込み　所定の申込用紙に記入

のうえ、体育課（総合体育館内盈52

－4377）へ提出してください。

⑳の体育施設
無料開放日は＠E画です

訂正　玩号スポーツ行事予定、雪ま

っr）協賛スキー大会欄の「スキー協

会」は「スキークラブ」の誤りでし

た。

各スキー大会で入賞〃全国大会・国体出場選手
★全国中学校スキー大会・鳥取県（大山町）2／3～5

★全国高校スキー大会・北海道（旭川市〉2／8～12

　★全日本スキー大会・青森県（大鰐町）ノルディック3／9～14、アルペン20～23

　　★国体スキー大会・岩手県（安代町）2／23～26

県 種　　　　　目 順位 氏　　　名 学　校（学年） 全国大会

中

距　離

男　子　10　km
2
6

高橋哲成
小　川　晶　久

十日町　（3）

十日町　（3）
○
○学

校
ス
キ
1
大
会

女　子　5　km
2
6

山　内　京　子

吉　田　利　恵

十日町　（3）
十Eヨ町　（1）

○
○

回　転 女　　　　　　子 3 堀ロニF恵子 南　　　（3） ○

大回転 男　　　　　子 2 江　口　典　秀 南　　　（3） ○

県
高
校
ス

種　　　　　目 順位 氏　　　名 学　校（学年） 全国大会

距　離

男　子　朽　㎞

／
6
7
1
6
1
8

大嶋　次郎
星　野　一　夫

佐　藤　昭　則

渡　部　忠　夫

岩　田　英　樹

十臼町　（2）
十日町　（4）
十臼町　（3）
十1ヨ町実業（1）

十日町実業（3）

○
○
○
○
○

女　子　10　㎞
4
7
8
9
1
8

小．原　美　佳

富　沢　晴　美

春臼恵美子
小原由美子
福　島　知　子

十日町実業（1）

十日町実業（／）

十日町　（2）
川　　西　（2）

川　　西　（3）

○
○
○
○
○

女　子　5　km

2
4
5
9
1
2
1
3

桑　原　弥　生

小原　美佳
春日恵美子
小原由美子
富　沢　晴　美

福　島　知　子

十臼町　（2）
十臼町実業（／）

十臼町　（2）
川　　西　（2）

十日町実業（1）

川　　西　（3）

○
○
○
○
○
○

キ
複　　　　　　　　　合 5

1
0

生　越　　　靖

生　越　　　誠

十日町実業（3）

十日町実業（1）
○
○

純　　ジ　　ャ　　ン　　フ 2 生　越　　　靖 十日町実業（3） ○

リレー

男子10㎞×4 ／ 十日町（大平、星野、大嶋、佐藤、山本、高橋） ○1
大
会

女子5㎞×3 2
3

十日町実業（富沢、小原、板場）
十　日　　町（春日、桑原、関ロ、中沢、吉田）

○
○

回　転 女　　　　　　子 4
2
4
7

小　林　里．美

樋　口　紀　子

倉　沢　明　里

小　林　照　美

十臼町実業（2）

十臼町実業（1）

十臼町実業（2）

十日町実業（2）

○
○
○
○

大回転 女　　　　　　子 2
3
5
6

小　林　里　美

小　林　照　美

樋　口　紀　子

徳　永　喜　美

十日町実業（2）

十日町実業（2）

十日町実業（1）

十日町実業（1）

○
○
○
○

県
ス
キ
1
選

種　　　　　目 順位 氏　　　名 所　　　属 国体 全日本

距　離

少年男子15㎞
成年男子1部B15㎞

少年女子5㎞
少年女子5㎞
少年女子5臨
少年女子5㎞
少年女子5㎞
成年女子5㎞
成年女子5㎞
女　子　10　㎞
女　子　10　km
女　子　10　㎞
女　子　10　㎞
女　子　10　㎞
女　子　10　㎞
女　子　20　㎞
女　子　20　㎞

2
7
3
6
9
4
0
1
7
3
4
4
6
8
1
0
4
2
1
6
3
4

大嶋　次郎
井川　純　宏
小　原　美　佳

春Eヨ恵美子

小原由美子
桑　原　弥　生

富沢晴美
阿部淑　恵
岩　田　敏　恵

小　原　美　佳

阿　部　淑　恵

春Eヨ恵美子

小原由美子
富　沢　晴　美

桑　原　弥　生

阿　部　淑　恵

小原由美子

十　［ヨ　町高

市　　役　　所

十日町実業高
十　日　町　高

川　　西　　高

十　日　町　高

十日町実業高
1ヨ体大（十高卒）

日大（中条中卒）

十臼町実業高
Eヨ　体　　大
十　臼　町　高

川　　西　　高

十臼町実業高
十　日　町　高

日　　体　　大

川　　西　　高

○
○
○

○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

手 複　合　少　年　男　子 2 生　越　　　靖 十臼町実業高 ○

純ジャンブ少年男子 6 生　越　　　靖 十日町実業高 ○

リレー 男子10㎞x4
女子5㎞×3 1

3

十日町高（佐藤、大平、大嶋、星野、山本、高橋）

十∈ヨ町高（春日、桑原、関口、中沢、吉田）
○
○権

大
会 大回転

成年男子／部A
成年男子／部A
成年男子／部○
少　年　女　子
少　年　女　子
成年女子／部A

2
7
3
2
4
／

本　間　　　大

梧沢俊　明
佐藤　広　志
倉　沢　明　里

小林　照　美
本間　　　寿

中　　央　　大

筑　　波　　大
十日町スキークラフ

十目町実業高
十1ヨ町実業高
十目町スキークラフ

○
○
○
○
○

○
○
○
○

回　転

男　　　　　　子

女　　　　　　子

女　　　　　　子 4
1
3

本　間　　　大

本間　　　寿
倉沢　明　里

中　　央　　大
十目町スキークラフ

十日町実業高

○
○
○



［二鰯鋼騎麓

今年の成人式は
5月8日に行います
昭和63年度の成人式は、次のとお

り行います。

■目　時＝5月8日（日）午前10時～

　　　11時半

■会　場＝市民会館ホール

■内　容＝オープニング、お祝いの

　　　ことば、20歳の記録朗読、

　　　記念講演

■該当者＝昭和42年4月2日～43年

　　　4月1日生まれの人。

＊お願い　①該当者で案内の届かな

い人がありましたら、早めに公民館

（費57－5011）へ連絡してください。

　②「20歳の記録」の原稿を募集し

ます。式当日、記念文集として全員

に配布しますので、該当者は全員ご

応募ください。400字詰原稿用紙で

・3～5枚程度。締め切りは3月31日
（木）です。

固定資産課税台帳の

縦覧期間を窪爵します

　固定資産課税台帳の縦覧は、例年

3月中に行っていましたが、税法改

正（国会での成立が3月下旬の見込

み）に伴う特別の事情によって、今

年については次のようになる予定で

す。

■縦覧期間（予定）＝4月8日働～4

月27日㈱　　〈時間＞午前8時半～午

後5時（ただし、土曜日は正午まで。

日曜日、祭日は除きます）

ロ縦覧場所＝税務課

・縦覧事項；①昭和62年中に土地の

地目変更などがあった場合②昭和

62年中に家屋の新・増築、取ン）壊し

があった場合　③昭和63年度分とし

て価格が決定された償却資産

＊縦覧期間の期日が確定したら再度、

市報でお知らせします。

醒　　　』甑　　一

一＿＿

市役所智57－3111（〒948千歳町3－3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿翼

△
口混種三
△
口混種二
国［囲國圏始まります

　三種混合（百日ゼキ、ジフテリア、破傷風）と二種混合（ジフテ

リア・破傷風〉の昭和63年予防接種を行います。二種混合は、期間

内に三種混合予防接種が完了しなかった幼児と、百日ゼキにかかっ

た幼児が対象です。

囹持参するもの一忘れたときは接種が受けられません．①母子健

康手帳②印鑑（押印済の問診票を持参するときは必要ありません）

③市内に住民登録をしていないときは、住民登録をしている市町村

から「予防接種実施依頼書」をもらって来てください。

回囲に該当する幼児

①昭和59年5月1日～61年2月28

日の間に生まれた幼児で、去年まで

に1期1回しか接種していない幼児

と、未接種の幼児。

②昭和57年4月2日～59年4月30

日の間に生まれた幼児で、1期1回

しか接種していない幼児と、未接種

の幼児……二種混合予防接種となり

ます。

　なお、57年4月2日～4月20日の
間に生まれた幼児は3月中に必ず接

種を済ませてください。

國團に該当する幼児

　昭和57年4月2日～60年2月28日
の間に生まれた幼児で、1期が完了

している幼児。

　なお、1期が完了してから1年半

以上経過している満6歳以上の幼児

は接種できません。

予防接種の日程

対　象　地　区

1期の幼児　※2期の幼児は受けられません 2期の幼児

※1期の幼児は

受けられません

実　施　会　場
1　回　目 2・回　目 3　回　目

中　　　　　　条 3月1日（刈 3月22日（幻 4月12日（幻 4月19日（幻 中条地区公民館

下　　　　　　　条 〃　2日㈱ 〃23日（水） 〃13日依） 〃20日休） 下条地区公良館

十日町、新座、大井田 〃　2日㈱ 〃23日依） 〃13日休） 〃20日㈱ 保健センター
水　　　　　　　沢 〃　3日（木） 〃24日（木） 〃14日休） 〃21日（木） 水沢地区公民館

川治、六箇、吉田 〃　4日㈹ 〃25日㈹ 〃15日（斜 〃22日㈹ 保健センター
①受付時間はいずれの会場も午後1時45分～2時15分です。（時間厳守）

②三種混合は1期3回、来年2期1回（二種混合は1期2回、来年2期1回）の接種をします。

翻作業停電
東北電力㈱十日町営業所費52－3107

　2月16日㈹午前9時～正午◆名ヶ

山の全部。

　2月23日㈹午前8時半～午前11時

半◆本町東1、宮下町東・西、本町

．2・3、水野町、諏訪町、若宮町、

学校町1・2の一部◆神明町の全部

　2月29日（月）午後1時半～午後4時

◆下条中央通り、野田の一部◆桑原

の全部

1時停止、安全確認を必ずしてくだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

lさい．

馨

　囹歩行者のことも考えてき
1雪水が飛びます・轍防止のた

iめにもスピードを落してください。
ミ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
しゑ’窮属’卿＿＿’副＿．．＿＿＿＿ア＿瀕＿卿＿＿．”　”＿．＿＿嗣．”．＿ρ＿＿＿’”躍＿＿＿＿“”．＿＿＿＿＿劉＿働＿”＿」

市町村名 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市 3（7） 5（6） 0（1）

川西町 3（0） 3（0） O（0）

津南町 2（0） 4（0） 0（0〉

中里村 0（0） 0（0） O（0）

累　　計 8（7） 12（6） 0（1）

「『「一

圭．．．．
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石器の話（1）
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般
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残
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。

　
私
た
ち
が
遺
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探
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煮
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用
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の
破
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あ
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土
器
片
や
、
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較
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し
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陶
磁
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こ
の
地
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遺
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最
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発
見
さ
れ
や

す
い
遺
物
が
剥
片
で
あ
る
。
こ
の
岩
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

を
人
工
的
に
打
ち
欠
い
て
剥
が
さ
れ
た

打面
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縦長

剥
片
か
ら
、
石
で
作
ら
れ
た
道
具
と
し

て
の
石
器
を
順
に
説
明
し
て
い
こ
う
。

　
私
た
ち
は
ヒ
ト
の
手
に
よ
っ
て
加
工

さ
れ
作
ら
れ
た
も
の
を
拾
っ
て
何
を
考

え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
、

拾
っ
た
場
所
は
ヒ
ト
に
関
連
す
る
場
所

（
遺
跡
）
で
あ
る
し
、
ど
う
し
て
そ
れ

が
そ
の
所
に
あ
っ
た
の
か
、
あ
ら
ゆ
る

情
況
、
情
報
を
総
動
員
し
て
思
考
を
進

め
る
。

　
で
は
剥
片
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
辺
縁
は
イ
ラ
イ
ラ
と
し

　
　
　
と
が

て
薄
く
尖
っ
て
い
る
し
、
比
較
的
の
び

め
あ
る
な
め
ら
か
な
岩
石
の
頁
岩
や
安

山
岩
、
黒
曜
石
な
ど
が
選
ば
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
形
は
大
小
様
々
で
あ
り
、

縦
長
の
も
の
や
横
長
の
も
の
な
ど
、
裏

（
主
要
剥
離
面
）
に
残
る
打
撃
の
痕
で

だ
り
ゅ
う

打
瘤
（
打
ち
剥
が
す
時
に
最
も
圧
力
の

加
っ
た
所
）
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
上
の

中
央
に
置
い
て
み
る
と
、
そ
れ
が
分
か

る
。
剥
片
は
作
ら
れ
た
時
の
辺
縁
は
ひ

げ
を
そ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
剥

片
は
道
具
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
道

具
を
作
る
最
終
過
程
に
で
き
た
ク
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
ヂ
ャ
く
コ

（
チ
ッ
プ
）
や
、
よ
り
小
さ
い
石
鎌
な

ど
を
作
る
中
間
過
程
の
も
の
で
あ
る
こ

と
の
方
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。

　
石
器
は
青
銅
器
や
鉄
器
が
現
わ
れ
る

以
前
、
旧
石
器
・
縄
文
時
代
を
主
と
し

て
重
要
な
道
具
で
あ
っ
た
。
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当
間
ス
キ
ー
場
で
働
く

　
　
　
島
根
の
お
母
さ
ん

一38一

佐
藤
作
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
当
間
・
34
歳
）

　
当
間
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
て
四

年
目
。
関
東
方
面
か
ら
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

も
順
調
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ

レ
ス
ト
ラ
ン
”
当
間
”
の
喫
茶
部
を
任

さ
れ
て
い
る
佐
藤
さ
ん
で
す
。

　
「
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
マ
ナ
ー
や
応
対
に
神
経
を
使
う
仕
事

で
す
け
ど
、
　
『
ど
う
も
ご
ち
そ
う
さ
ま

で
し
た
』
の
言
葉
に
感
激
し
て
い
ま
す
」

と
心
や
さ
し
い
口
調
、
た
え
な
い
笑
顔

で
話
し
ま
す
。
　
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
島

根
県
で
す
。
農
林
漁
業
に
働
く
人
が
多

い
で
す
が
、
資
源
、
史
跡
に
も
恵
ま
れ

観
光
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
。

　
人
が
相
手
の
仕
事
だ
け
に
日
曜
日
、

祝
日
も
返
上
の
繁
忙
ぶ
り
。
　
「
当
間
へ

嫁
い
で
十
四
年
で
す
。
出
稼
ぎ
が
な
く

な
り
、
観
光
バ
ス
が
出
入
り
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
様
変
わ
り

し
た
所
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

　
時
に
は
、
大
先
輩
か
ら
助
言
や
激
励

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ

の
言
葉
に
は
観
光
開
発
に
少
し
で
も
役

立
て
て
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
念
頭
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
冬
本
番
の
今
、
当
間
ス
キ
ー
場
で
笑

顔
満
面
で
頑
張
っ
て
い
る
エ
プ
ロ
ン
お

母
さ
ん
を
た
ず
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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こ
の
時
期
、
冬
、
雪
、
氷
な
ど
を
利

用
し
た
行
催
事
が
全
国
の
雪
国
で
め
じ

ろ
押
し
で
す
。

　
多
く
の
観
光
客
を
求
め
た
イ
ベ
ン
ト

『
雪
ま
つ
り
、
氷
ま
つ
り
、
冬
ま
つ
り
』

な
ど
、
雪
国
を
肌
で
感
じ
る
体
験
ッ
ア

ー
『
雪
お
ろ
し
体
験
、
子
ど
も
村
冬
休

み
体
験
、
地
吹
雪
体
験
』
な
ど
、
雪
を

商
品
化
し
た
『
雪
の
宅
配
便
』
な
ど
、

い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
利
雪
で
は
全
国
に
先
駆
け
た
「
十
日

町
雪
ま
つ
り
」
も
今
年
は
第
3
9
回
。
節

目
の
第
4
0
回
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。
市
民
総
参
加
が
原
点
、

今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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と砺まちのi自然

⑪ソウ

　　　　　つぽみ
　植物の実や蕾を好むアトリ科の

小鳥です。姿、色彩の美しい鳥で

すが、雄はのどの部分が赤いので

雌に比べ目立ちます。

　冬、平地におりていたウソが数

十羽の群れになり、桜の名所の蕾

を食べあらし、花見の人々をがっ

かりさせることがあります。

　今年も、妻有の桜の名所では、

数羽のウソが「フィー、フィー」

と口笛に似た声で鳴きながら花芽

を食べる姿が見られます。

　桜の花の咲き具合いが気になり

ます。

市の木

蔽稲

市の花山つつ
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